
ふるさと応援制度のおしらせ②
国勢調査を実施します③
児童福祉の制度・手当を紹介します④
平成22年度「白鷹学講座」のお知らせ⑨
第45回白鷹若鮎マラソン大会出場者募集⑩

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  ホームページ : http://www.town.shirataka.lg.jp編集と発行／白鷹町総務課

　蚕桑小学校相撲大会　　―　のこった！のこった！　―
　６月15日、蚕桑小学校で相撲大会が行われました。町内で唯一行われている伝統の行事で、横綱の土俵入りや弓取り式も

行われました。各学年男女毎、横綱を決める決定戦では、多くの保護者や友だちが見つめる中、真剣な表情で取組に集中し

ていました。この相撲場は、昭和17年に整備され、これまで多くの先輩横綱を輩出し、現在も大切に管理されています。
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国勢調査はみんなで描く
日本の自画像
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希望する寄付金の使い道 寄付金額

　文化振興事業 380,000 円

　人材育成事業 575,000 円

　観光交流事業 670,000 円

　コミュニティ形成事業 315,000 円

　その他 1,936,000 円

計 3,876,000 円

平成 21 年度 金　額

　荒砥高等学校新入生応援事業 1,250,000 円

　読書感想文及び
　　　生活文コンクール開催事業

35,000 円

　ふるさと応援制度特産品代 1,058,950 円

　ふるさと応援基金積立金 1,532,050 円

計 3,876,000 円

平成 22 年度 （予定）  金　額

　荒砥高等学校新入生応援事業 1,250,000 円

　読書感想文及び
　　　生活文コンクール開催事業

35,000 円

　ふるさと応援制度特産品代　 1,518,000 円

　ふるさと応援基金積立金 1,697,000 円

計 4,500,000 円

◎寄付金の受け入れ状況

◎寄付金の活用状況
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白鷹町ふるさと応援制度に関する窓口

■問い合わせ窓口
　総務課　企画調整係（☎85－6123）
■税の控除に関する窓口
　税務出納課　町民税係（☎85－6132）
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国勢調査はみんなで描く
日本の自画像

●国勢調査は、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。

●平成22年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初の国勢

　調査で、日本の未来を考えるために欠くことのできない最新の人口・世帯の実態を

　明らかにする重要な調査です。

●調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境の整

　備など、私たちの暮らしのために役立てられます。

●９月下旬から、調査員が世帯を訪問して調査票を配布します。

●記入いただいた調査票は、封筒に入れて封をした上で調査員に渡していただくか、郵

　送で提出していただきます。

　ご協力をよろしくお願いいたします。

国勢調査は、日本の未来、地域のまちづくり
のための基礎資料になります！
国勢調査は、日本の未来、地域のまちづくり
のための基礎資料になります！

平成22年10月１日　国勢調査を実施します！

総務省統計局
国勢調査については、平成22年度国勢調査広報サイト「国勢調査 e －ガイド」をご覧ください。

国勢調査 e－ガイド　 　　検　索

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

■調査についての問い合わせ　総務課情報係（☎85－6121）
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②特別児童扶養手当

　特別児童扶養手当は、精神または身体に障がいのあ
る児童の福祉増進のために支給されます。

●特別児童扶養手当を受給できるかた

　20歳未満で精神または身体に障がいのある児童を養
育している父母または養育者。
　＊次の場合は、対象になりません。
　・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合
　・養育者の所得が一定額以上の場合など

●支給内容
４月、８月、11 月の３期に分けて支給します。

障害等級 １級 ２級

手当の月額 ５０，７５０円 ３３，８００円

●所得制限限度額

扶養親族の数 本人の所得制限
配偶者・扶養義務者
（同居の直系血族および

兄弟姉妹）の所得制限

０人 ４５９万６千円 ６２８万７千円

１人 ４９７万６千円 ６５３万６千円

２人 ５３５万６千円 ６７４万９千円

＊扶養親族の数が３人以上のときは、１人につき　
　38 万円を加えた額になります。

●所得状況届の提出をお忘れなく

　手当を受給しているかたは、毎年８月11日から９月
10日までの間に、所得状況届の提出が必要になります。
　所得状況届の提出がないと、８月分以降の手当を受
けることができません。忘れずに提出ください。

●父子家庭のかたが手当を受給するためには？

　児童扶養手当を受給するには、申請が必要です。必
要書類を添付して申請ください。既に父子家庭として
の支給要件に当てはまるかたは、８月１日より前でも
申請できます。
○７月31日までに支給要件に該当しているかた
　→11月30日までに申請をすれば、８月分から支給さ
　　れます。
○８月１日～ 11月30日の間に支給要件に該当したかた
　→11月30日までに申請をすれば、要件に該当した日
　　の翌月分から支給されます。
※８月～ 11月分が支給されるのは12月です。
○申請が11月30日を過ぎると、申請の翌月からの支給
　になりますのでご注意ください。

●申請手続きに必要なものは？

○請求者の印鑑
○請求者と児童の戸籍謄本、世帯全員の住民票
○請求者名義の預金通帳
○請求者の年金手帳
○支給要件によっては、他に必要となる書類があります。

詳しい手続き、ご相談は、
健康福祉課子育て支援係

（☎86－0212）
にお問い合わせください。

　「ひとり親家庭等医療給付制度（これまでの母子家
庭等医療給付制度）」の対象者に加え『父子家庭』のお
父さんとお子さんも医療費助成を受けられるよう改正
になりました。

「ひとり親家庭等医療給付制度」の概要

▼対象となるかたは？
・母子家庭世帯の親と18歳以下の児童
・父子家庭世帯の親と18歳以下の児童（７月１日から）
・両親のいない18歳以下の児童　　
▼所得制限は？
・児童の扶養者の所得税が非課税のかた
▼申請に必要なものは？
・保険証、印鑑
▼一部負担金は？
・なし（保険外診療または入院時の食事代は自己負担）
▼その他
　親は就労などにより児童を扶養していることが要件
になります。

　ただし、次の特別な理由により就労困難な場合も対
象となります。
①求職活動又は就労に向けた活動を行っている場合。
②職業能力の開発向上のために職業訓練校等に在籍し
　ている場合。
③疾病などにより長期間（概ね１カ月以上）の在宅で
　安静又は入院が必要な場合。
④親族が疾病、障がいの状態又は要介護状態にあり、そ
　のかたの介護を行わなければならない場合。
※なお、①～④に該当する場合は、申請書の他に証明
　書類が必要になります。
※父子家庭のかたは初めての申請となりますので、不
　明な点がございましたらお問い合わせください。

　また、　　　の医療証の更新手続きを行っています。
手続きが済んでいないかたは７月中に手続きください
ますようご案内いたします。
▼申請場所　　役場１階２番窓口
■問い合わせ　町民課国保医療係（☎85－6130）

“ひとり親家庭等医療給付制度”に『父子家庭』も対象となりました

身子親
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児童福祉の制度・
手当を紹介します

●平成20年４月以降の児童扶養手当について

　平成20年４月から、手当てを受けてから５年以上を
経過したかた（８歳未満の児童を監護するかたを除く）
は、就労などの実績がない場合、手当額が２分の１に
減額されることとなりました。
　該当するかたに届書を送付しますので忘れずに提出
してください。
※次の場合は、減額対象になりません。
・あなたが働いているか、求職活動をしている場合
・あなたが身体上または精神上の障がいがある場合
・あなたが病気やケガで働くことができない場合
・あなたが子どもや親族を介護しなければならないた
　め働くことができない場合

●支給内容
　４月、８月、12 月の３期に分けて支給します。（月額）
児童の数 全部支給のとき 一部支給のとき

１人目 ４１，７２０円
　４１，７１０～

９，８５０円　

２人目 ５，０００円を加算

３人目以降 ３，０００円を加算

●所得制限限度額

扶養親族
の数

本人の所得制限 配偶者・扶養義務者
（同居の直系血族および

兄弟姉妹）の所得制限全部支給 一部支給

０人 １９万円未満 １９２万円未満 ２３６万円未満

１人 ５７万円未満 ２３０万円未満 ２７４万円未満

２人 ９５万円未満 ２６８万円未満 ３１２万円未満

※扶養親族の数が３人以上のときは、１人につき
　38 万円を加えた額になります。

　父母の離婚などで、父または母と生計を同じくして
いない子どもが育成される家庭（ひとり親家庭）の生
活の安定と自立の促進に寄与し、子どもの福祉の増進
を図ることを目的として、支給される手当です。

●児童扶養手当を受給できるかた

　18歳に達する年度末までの児童（心身に障がいがあ
る児童は20歳未満）を養育しているひとり親家庭 ( 配
偶者が一定程度障がいの状態にある場合も含む ) の父
母または養育者
※次の場合は、対象になりません。
・養育者の所得が一定額以上の場合
・養育者、対象児童が公的な年金を受けることができ
　る場合
・対象児童が、児童福祉施設などに入所している場合
　など

　平成22年８月１日から父子家庭の父にも児童扶養手
当が支給されます。
　児童扶養手当を受給するためには申請（認定請求）
が必要です。支給要件や所得制限限度額を確認のうえ、
該当するかたは、平成22年11月30日（火）までに忘れ
ずに手続きをしてください。

●対象となるかたは？

　次の①から⑤のいずれかに該当する子どもについて、
父がその子どもを監護し、かつ生計を同じくしている
場合に支給されます。
　※支給要件に該当するかどうかはご相談ください。
　①父母が婚姻を解消した子ども
　②母が死亡した子ども
　③母が重度の障害（詳細はお問い合わせください）
　　の状態にある子ども
　④母の生死が明らかでない子ども
　⑤その他（母が１年以上遺棄している子ども、母が
　　１年以上拘禁されている子ども、母が婚姻によら
　　ないで懐胎した子どもなど）
　※請求者や児童が公的年金などを受給していたり、児
　　童が日本国内に住所を有しないとき・児童福祉施
　　設などに入所しているときは支給できません。

●所得制限は？

　所得制限限度額は前述のとおりです。所得制限を超
えた場合は支給停止となります。

①児童扶養手当

　父子家庭にも児童扶養手当が
支給されることとなりました　

●現況届の提出をお忘れなく

　手当を受給しているかたは、毎年８月中に現況届の
提出が必要になります。
　現況届の提出がないと、８月分以降の手当を受ける
ことができません。忘れずに提出ください。
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　６月17日、白鷹土地改良区主催の「みど
りと花を育てるつどい」がこぐわ保育園で
行われ、土地改良区理事などの指導のも
と、園児40人がそれぞれひとつのプランタ
ーに、マリーゴールド３株ずつを植栽しま
した。「花が育つには土だけでなく、水やり
も大切です。」と説明を受けると、元気に
「はい！」と返事をしみんな上手に植えて
いました。植栽されたプランターは、保育
園のほか、３カ所に設置されました。

　６月28日、役場で戸籍総合システム始動
式が行われました。戸籍の電算化（コンピ
ュータ処理）により、証明書が本籍や氏名
など項目ごと横書きになるなど、わかりや
すく、そして速やかに交付できるようにな
りました。置賜地区で４番目、県内で28番
目の供用開始となったこの日、電算化とな
って第１号の戸籍証明発行となった樋口さ
おりさんに町長から新しい戸籍が手渡され
ました。

�
�
�
�
始
動
�

�

戸
籍
電
算
化
�
始
�
�
�
�
�

水
田
�
産
卵
�
場
所
��

�

浅
立
地
区
�
排
水
路
��
魚
道
�
設
置

　５月21日、浅立地区の水田に、置賜農業
高校の生徒が、魚が排水路から田んぼへ上
りやすくする「水田魚道」の設置を行ない
ました。高校生の技術を実践してもらう県
の「飛び出せ高校生技能実習で地域協働事
業」の一環で実施され、諏訪堰土地改良区
（髙橋恭平理事長）関係者ら約40人も参加
しました。今後は、定期的に魚道の通過状
況をチェックし、新しい水田づくりに生か
したいということです。

　６月９日、荒砥高校のボランティアサー
クル「あさがお」（代表：新野正輝さん）
が、荒砥駅舎内の花壇にサルビアなどを植
栽しました。当日は、21人のメンバーのう
ち13人が参加し、花壇に70株、プランター
（10鉢）に30株を植え、プランターは、中
央公民館正面入口に設置されました。「あさ
がお」では、今後も保育園や福祉施設など
さまざまなところでボランティア活動を行
う予定ということです。

�
�
�
�
�
�
�
地
域
�
貢
献

�

荒
砥
高
校
生
�
荒
砥
駅
�
飾
�

特
用
林
産
功
労
者
賞

　

守
谷
勝
助
さ
ん（
十
王
）

　

こ
の
た
び
、
守
谷
勝
助
さ
ん
が
、

日
本
特
用
林
産
振
興
会
の
特
用
林

産
功
労
者
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

守
谷
さ
ん
は
、
昭
和
39
年
か
ら

シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
従
事
し
、
県
内

で
最
も
早
く
菌
床
栽
培
に
取
り
組

み
、
栽
培
者
の
拡
大
に
努
め
る
な

ど
、
町
及
び
県
の
シ
イ
タ
ケ
の
生

産
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
品
質
の
統
一
を
図
る
た

め
、
生
産
組
織
を
立
ち
上
げ
、
産

地
銘
柄
確
保
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

�
め
で
�
�
�
�
い
�
�
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観
光
�
�
�
�
�
合
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
模
様
替
�

　６月10日から11日、千葉県の高谷中学
校３年生78人が山口、中山、萩野、十王地
区で宿泊体験をしました。野菜苗の定植や
草刈機での草刈り、あぜ道で見つけたカエ
ルに触ったりと、田舎生活を満喫しました。
時間の経過とともに子どもたちの表情が穏
やかになっていくのがわかり、受け入れ家
庭でもたくさんの笑顔にあふれていました。
受け入れに興味のあるかたは農村交流係ま
でお電話ください。（☎85－6126）

田
舎
生
活
�
笑
顔
満
開

�

高
谷
中�
千
葉
県
��
�
�
�
�
�
�

平
成
22
年
度

町
消
防
操
法
大
会
�
結
果

６
月
27
日
（
日
）

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
駐
車
場

　

雨
と
い
う
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
の
中
、
消
防
団
員
の
皆
さ
ん

は
、
地
域
の
代
表
と
し
て
す
ば
ら

し
い
操
法
技
術
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
の
部
１
位
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
１
位
と
２
位
、
小
型
ポ

ン
プ
積
載
者
の
部
（
中
山
）
は
、

７
月
11
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る

西
置
賜
支
部
大
会
に
町
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。

■
ポ
ン
プ
車
の
部

１
位　

１
分
団
１
部
１
班（
東
高
玉
）

出
場
者
…
児
玉
和
弘
、
金
田
雄
太
、

長
谷
部
克
広
、
金
田
義
丈
、
本
木

栄
次
、
梅
津
貴
善

２
位　

５
分
団
４
部
１
班（
浅
立
）

３
位　

２
分
団
１
部
１
班（
鮎
貝
）

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部

１
位　

２
分
団
３
部
２
班（
高
岡
塩
田
）

出
場
者
…
安
部
雅
晃
、樋
口
賢
太

郎
、
熊
坂
嘉
門
、
樋
口
慶
樹
、
大

滝
祥
平

２
位　

２
分
団
２
部
４
班（
柏
原
）

出
場
者
…
迎
田
和
明
、
土
屋
快
行
、

長
谷
部
伸
也
、
土
屋
吉
広
、
小
口

純
貴

３
位　

３
分
団
５
部
２
班（
上
野
）

■
小
型
ポ
ン
プ
積
載
者
の
部

　

４
分
団
３
部
１
班
（
中
山
）

出
場
者
…
佐
藤
和
広
、
峯
田
嘉
和
、

吉
田
隆
二
、
布
施
憲
一
、
大
滝
智

治
、
土
屋
功
司

　６月28日、東中学校美術部の生徒によっ
て、役場正面玄関入口のショーウインドー
の模様替えが行われました。今回のテーマ
は「ベニバナ」。美術部員12人で、構想か
ら作成まで約１カ月かけてできあがった大
きな紅花のモニュメントと、夏の風物詩で
ある「うちわ」が掲げられています。ショ
ーウインドーは、四季の観光に合わせて変
更されており、今回の作品は、秋の「鮎」
の時期まで展示されています。

山
形
県
地
区
衛
生
組
織
連
合
会

会
長
表
彰

今
野
國
善
さ
ん
（
東
高
玉
）

　

今
野
國
善
さ
ん
は
町
衛
生
組
合

連
合
会
に
お
い
て
、
ご
み
の
減
量
、

環
境
美
化
運
動
の
推
進
な
ど
の
活

動
を
長
年
に
わ
た
り
取
り
組
ま
れ
、

現
在
も
会
長
と
し
て
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、

そ
の
功
績
に
対
し
て
、
山
形
県
地

区
衛
生
組
織
連
合
会
会
長
よ
り
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
赤
十
字
金
色
有
功
章

大
木
晴
司
さ
ん
（
畔
藤
）

　

平
成
22
年
度
山
形
県
赤
十
字
有

功
会
総
会
に
お
い
て
、
日
本
赤
十

字
社
に
対
し
、
多
額
の
社
資
を
貢

献
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
金

色
有
功
章
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
、

吉
村
知
事
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
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白
鷹
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
こ
ん
な
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す

　

６
月
12
日
開
催
さ
れ
た
総
会
で
、

今
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
、
県
の
テ
ー
マ

「
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変

わ
る
」、
町
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
あ
い

さ
つ
は
い
つ
で
も
誰
で
も
誰
と
で

も
」
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
の
交

流
を
主
眼
に
次
の
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

▼
主
な
事
業

●（
仮
称
）白
鷹
町
中
高
校
吹
奏
楽
部

　

合
同
演
奏
会

　

・
９
月
11
日
（
土
）

　

・
会
場　

あ
ゆ
ー
む

●
子
ど
も
会
議　

12
月
中

●
有
害
図
書
の
追
放

●
あ
い
さ
つ
運
動

●
「
家
庭
の
日
」
推
進
な
ど

　

　

研
修
会
で
は
昨
年
度
「
長
井
地

区
少
年
の
主
張
」
に
出
場
の
片
山

美
香
さ
ん
、
片
山
祥
平
さ
ん
の
発

表
、
山
形
県
ネ
ッ
ト
安
全
サ
ポ
ー

タ
ー
加
藤
亮
輔
さ
ん
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
席
上
で
は
、
他
の

模
範
と
な
る
活
動
を
行
っ
た
青
少

年
及
び
青
少
年
育
成
等
の
活
動
に

功
績
の
あ
っ
た
団
体
・
個
人
を
表

彰
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
西
中
学
校
生
徒
会

︻
エ
コ
活
動
に
取
り
組
み
、
エ
コ

　

タ
イ
ム
、
マ
イ
コ
ッ
プ
運
動
、

　

エ
コ
新
聞
発
行
な
ど
の
活
動
︼

■
東
根
小
学
校
児
童
会

︻
環
境
に
優
し
い
活
動
に
取
り
組

　

み
、
節
電
、
節
水
、
紙
の
分
別

　

と
再
利
用
な
ど
の
活
動
︼

■
髙
橋
利
彦
さ
ん

︻
長
き
に
わ
た
る
青
少
年
の
陸
上

　

競
技
指
導
者
と
し
て
の
活
動
︼

■
鈴
木
文
雄
さ
ん

︻
長
き
に
わ
た
る
青
少
年
の
水
泳

　

競
技
指
導
者
と
し
て
の
活
動
︼

青少年育成町民会議構成団体（順不同）
町ＰＴＡ連絡協議会 町保護司会 各地区公民館長会

町保育園保護者部会 白鷹ﾌﾞﾛｯｸ交通安全協会 町生徒指導委員会

町老人クラブ連合会 青少年育成県民会議会員 町婦人会

長井地区交通安全協会 町社会教育委員会 町防犯協会理事会

町スポーツ少年団 町校長会 町民生委員児童委員協議会

町人権擁護委員会 青少年育成推進員 町商工会

町子ども会育成会 町区長会

町保育協議会 町少年補導員

片山祥平さん

表彰（東根小学校児童会）

　

白
鷹
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
は
、
将
来
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
を
町
ぐ
る
み
で
進
め
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
青
少
年
に
関
わ
る
22
団
体
、
個
人
が
集
ま
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

町
�
の
�
寄
附

あ
り
�
�
�
�
�
い
�
�

東
北
電
力
株
式
会
社

長
井
営
業
所　

様

　

６
月
21
日
、
東
北
電
力
株
式
会

社
長
井
営
業
所
（
佐
藤
好
信
所

長
）
よ
り
「
街
路
灯
（
20
㍗
蛍
光

灯
）」
を
11
灯
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
民
み
な
さ
ん
の
安
全
安
心
・

防
犯
の
た
め
、
町
内
各
所
に
設
置

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
お
ら
だ
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
平

成
21
年
11
月
、
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
「
あ
ゆ
ー
む
」
で
開
催
さ
れ
た

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
「
山

崎
ハ
コ
」
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
で
初
め

て
発
表
さ
れ
た
曲
で
す
。
そ
し
て
、

ラ
イ
ブ
来
場
者
や
う
わ
さ
を
聞
い

た
か
た
か
ら
Ｃ
Ｄ
化
を
望
む
声
が

大
き
く
な
り
、
発
売
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
作
詞
は
、
町
出

身
の
田
勢
康
弘
氏
で
す
。

　

お
ら
だ
の
ふ
る
さ
と
「
し
ら
た

か
」
へ
の
思
い
、
ぜ
ひ
お
聞
き
く

だ
さ
い
。

▼
価
格　

１
枚　

１
０
０
０
円

（
税
込
価
格
）

■
取
り
扱
い
・
問
い
合
わ
せ

・
町
観
光
協
会（☎

86

－

０
０
８
６
）

・
町
産
業
振
興
課
農
村
交
流
係

（
☎
85

－

６
１
２
６
）

町
出
身
の
田
勢
康
弘
氏
作
詞
、
山
崎
ハ
コ
さ
ん
が
歌
う

「
山
形
�
白
鷹�

�
�
�
�
�
�
�
� 

」

Ｃ
Ｄ
発
売
し
て
い
ま
す
！



  

パ
ー
ト
❶ 

れ
ぽ
〜
と

　

内
田
美
智
子
氏
講
演
会 

６
／
29

  

�
�
�
��
食
卓
�
�
始
�
�
生
教
育
�

　

助
産
師
で
あ
る
内
田
さ
ん
は
、

ご
自
身
の
経
験
を
基
に
「
い
の
ち
」

や
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
「
食
」
に
つ

い
て
、「
子
ど
も
は
食
卓
で
ご
飯
と

愛
を
食
べ
て
心
と
体
も
育
っ
て
い

く
。
親
は
子
ど
も
を
ど
の
よ
う
に

育
て
る
か
考
え
る
こ
と
が
重
要
で

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

し
た
約
２
０
０
人
の
か
た
が
た
は
、

「
い
の
ち
」「
食
」「
子
育
て
」
の
大

切
さ
を
再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
田
さ
ん
の
著
書
販
売

で
は
、
多
く
の
か
た
に
ご
購
入
い

た
だ
き
ま
し
た
。
販
売
収
益
金
は
、

宮
崎
県
口
蹄
疫
被
害
救
援
金
に

「
白
鷹
学
講
座
」
と
し
て
募
金
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●8　　 広報しらたか　2010.7.12●9 　　 広報しらたか　2010.7.12 ●8　　 広報しらたか　2010.7.12●9 　　 広報しらたか　2010.7.12

田勢康弘 講演会
「なじょすっごど、おらだの国ば

－参院選結果と日本」

　どうなる普天間基地問題、どうなる子ども手当、どうなる与野党

関係。混迷する時代の中で迎えた参議院選挙…。

　政治ジャーナリスト・田勢康弘さんの語りにご期待ください。

　▼い　つ　７月19日（月：海の日）

　　　　　　午後６時30分～８時（午後６時開場）

　▼どこで　パワーセンター白鷹

　▼定　員　200人

　▼入場無料　（要整理券）

　※入場整理券取り扱い　教育委員会、中央公民館

　　各地区公民館、パワーセンター白鷹

　田勢康弘氏プロフィール

　昭和 19 年中国黒龍江省生まれ。

　早稲田大学第一政治経済学部政治学科卒業。

　日本経済新聞入社、ワシントン支局長、政

治部次長、編集委員、論説副主幹、コラムニ

ストを経て現在、客員コラムニスト。テレビ

東京「田勢康弘の週刊ニュース新書」などで

活躍中。

　主な著書として「政治ジャーナリズムの罪

と罰」「総理の座」（文芸春秋）、北岡伸一氏と

の共同著書「指導力」（日本経済新聞社）がある。

また、作家・黒河小太郎として「寸前暗黒」（角

川書店）ほか多数。

平成 22 年度「白鷹学講座」のお知らせ
パ
ー
ト 

❷

 　映画「嗚呼　満蒙開拓団」上映会
監督：羽田澄子

▼い　つ　９月26日（日）午前10時、午後２時

　　　　【２回上映】

▼どこで　パワーセンター

※白鷹活動写真倶楽部合同開催
　満州事変以後、当時の日本政府の国策により、数
多くの日本人が中国大陸の旧満州（現・中国東北
部）、内蒙古に入植させられ、その人数は約27万人
にまで及ぶと言われている。現地インタビューを基
に作られたドキュメンタリー作品。
※詳細は後日お知らせいたします。

　おすぎのシネマトーク
▼い　つ　10月15日（金）※詳細未定

▼どこで　パワーセンター

▼上映作品　「ヤング＠ハート」

　公式サイトＵＲＬ

　　http://youngatheart.jp/index.html

※詳細は後日お知らせいたします。

「最上川舟運文化と人々の祈り
～川下地区への誘い～」

▼い　つ　８月28日（土）午前８時～午後１時頃

　　　　フィールド・ワーク（バス及び徒歩）

▼集合・解散　中央公民館（菖蒲～大瀬）

▼講　師　黒滝会の皆さん

▼定　員　25人

▼申　込　８月23日まで

▼参加費　300円（昼食代）

※詳細は募集チラシ（町ホームページ）をご覧
　ください。

（仮称）産業振興シンポジウム
（みどり環境税交付金関係）
▼い　つ　11月21日（日）

▼どこで　パワーセンター

▼講　師　岩佐十良氏（雑誌「自遊人」編集長）

▼内　容　基調講演と町民のかたとのパネル　

　　　　　ディスカッションなど

※詳細は後日お知らせいたします。

■申込・問い合わせ　教育委員会生涯学習係
（☎85－6147/℻  85－2183）

※すべての講座において整理券（事前申込み）、
　または有料チケットが必要となります。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

パ
ー
ト 

❸

パ
ー
ト 

❹

パ
ー
ト 

❺
パ
ー
ト 

❻
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　　　■申込・問い合わせ　教育委員会生涯スポーツ係
　　　「白鷹若鮎マラソン大会実行委員会　事務局」
　　　　　☎85－6147（直通）　FAX85－2183

今
年
�
�
�
道

�
�
�

�
走
�
�
�
�

第45回

９/19
（日）

出場者募集

■
期
日

　

平
成
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年
９
月
19
日
（
日
）

■
コ
ー
ス

　

日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　

（
第
７
６
６
９
号
）

　

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル　

蚕
桑
小
学
校

■
参
加
者
募
集

・
健
康
で
自
分
が
希
望
す
る
コ
ー
ス
を
完

　

走
で
き
る
か
た

・
壮
年
男
子
の
部
は
、
平
成
22
年
９
月
19

　

日
現
在
で
、
満
40
歳
以
上
の
か
た

■
参
加
料

　

高
校
生
…
…
…
…
２
０
０
０
円

　

一　

般
…
…
…
…
３
０
０
０
円

（
２
㌔
の
場
合
は
、
２
０
０
０
円
）

　

小
・
中
学
生
…
…
１
０
０
０
円

●白鷹若鮎マラソン大会にご協力を！　「ボランティア運営スタッフ」募集
…大会当日、大会運営（受付、記録証交付補助など）にご協力いただけるかたは、下記問い合わせ先ま
でご連絡ください。また、大会当日、会場において売店などの出店をお考えの団体、個人のかたはご相
談ください。

白鷹若鮎マラソン大会

■
種　

目
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の
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２
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２
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①
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５
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①
中
学
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子
３
年
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部

　
　
　
　
　
　

②
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子
の
部

　
　
　
　
　
　

③
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年
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子
の
部

・
３
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ロ　
　

①
中
学
男
子
１
・
２
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の
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学
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・
２
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以
上

■
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込
締
め
切
り　

８
月
９
日
（
月
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

消
印
有
効

今
年
は
第
45
回
を
記
念
し
て

　

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

「
実
井 

謙
二
郎  
選
手
」が
来
町
し
ま
す
！

略歴
　アトランタ五輪マラソン日本代表
　日清食品グループ陸上競技部所属
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　今年も町民ソフトボール大会が開催されます。
　また、山形県ナンバーワン投手の剛速球を体験でき
るゲームも行われます。ぜひご来場ください。

ソフトボール大会参加チーム募集！
▼いつ　８月３日（火）～ ６日（金） 
　　　　ナイター　予備日９日（月）
▼どこで　ソフトボール場
▼種目と参加資格
① 一般男子、女子
　（どちらも平成22年４月１日現在で15歳以上のかた）
② 壮年男子
　（昭和46年４月１日以前に生まれたかた）
▼チームの編成
○地区・町内などの地域単位で編成されたチーム、
　町シニアチーム
○監督１人、コーチ１人、選手20人以内
▼試合方法　トーナメント方式
▼参加料　１チーム2500円
▼申込方法　各地区公民館にある申込書に必要事項を
　記入のうえ、参加料を添えて提出してください。
▼申込締切　７月20日（火）
▼監督会議　７月26日（月）午後６時30分／中央公民館
■申込・問い合わせ
　町民ソフトボール大会事務局
　（健康福祉センター内／橋本こずえ☎86－0111）

ソフトボールの剛速球に挑戦 !!

●いつ　８月４日（水）

　　　　午後７時20分～８時20分

●どこで　ソフトボール場Ａ球場

●内容

・中村真投手の剛速球に挑戦してみませんか。

・ヒットを打って、商品をゲットしてください。

●招待選手

◇中村　真（なかむら まこと）投手（浅立在住）

　南陽市生まれ。県職員採用とともに、日本男子ソフトボ

ール１部リーグ「山形県庁」でエースとして活躍し、山形

県庁解散後は「山形クラブ」で全国大会などに出場。

　今年も東北で最もレベルの高い「東北クラブ選手権」で

優勝するなど、山形県ナンバーワン投手であり、東北を代

表する投手でもある。

◇東海林　学（とうかいりん まなぶ）捕手（予定）

「山形クラブ」の正捕手。全国大会、東北大会で活躍中。

●募集人数　参加者（打者）は10人とし、応募者多数

　の場合は抽選で参加者を決定します。

●参加資格　白鷹町民または白鷹町に勤務するかたで、

　ソフトボールに興味のあるかた

●締め切り　７月23日（金）必着

※申込用紙は教育委員会事務局、各地区公民館にあり

　ます。

■申込・問い合わせ

　健康福祉センター内／梅津（☎86－0111）

第 25 回町民ソフトボール大会のおしらせ

○
開
放
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間

▼
７
月
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木
）

　
　
　
　
　

〜
８
月
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）

※
８
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す
。
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９
時
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後
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時
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正
午
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後
１
時
ま
で
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閉
場
し
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す
）

※
東
中
水
泳
部
部
活
動
に
よ
り
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コ
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ス
の
一
部
を
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す
る　

　

場
合
が
あ
り
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す
の
で
ご
了
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く
だ
さ
い
。

○
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項
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故
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な
い
よ
う
に
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ま
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◇
入
口
は
、
東
中
体
育
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ら
入
場
く
だ
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い
。

◇
幼
児
が
利
用
す
る
場
合
は
、
必

　

ず
保
護
者
が
付
き
添
っ
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く
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さ
い
。

◇
監
視
員
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指
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に
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、
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ず
従

　

っ
て
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だ
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い
。

◇
入
水
前
に
準
備
運
動
を
十
分
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行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
浮
輪
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
水
鉄

　

砲
な
ど
は
持
ち
込
み
を
禁
止
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。

※
た
だ
し
、
保
育
園
児
以
下
は
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輪
の
み
使
用
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す
。

◇
プ
ー
ル
で
は
、
騒
い
だ
り
ふ
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け
た
り
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な
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
持
ち
物
の
管
理
は
自
己
の
責
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で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

昨年オープンした新しい町民プール

町
民
プ
ー
ル
を
一
般
開
放
し
ま
す
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フラワー長井線を活用した“まちづくり”事業を応援します！
マイレールサポート事業募集中！

　フラワー長井線利用拡大協議会では、“地域の足であ
るフラワー長井線を地域のアイデアで支える” マイレ
ール・サポート事業を募集しています。長井線と沿線
地域の地域資源を結びつけて、地域活性化とまちおこ
しを進めるものです。フラワー長井線にこだわり、愛
着を寄せる団体の皆さん、ぜひご応募ください。

【内容】

（１）平成23年３月31日までに実施・完了し、「マイレー

　　ル意識の高揚」や「列車イベントの運行企画」「利

　　用拡大広報」などのテーマ・題材に取り組む事業

　　に対して支援費を交付します。

（２）支援費は事業実績額の範囲内とし、原則８万円を

　　上限とします。

【申請方法】

（１）申請期間　

　　平成23年3月28日（月）まで随時受け付けます。

（２）申請書類など

　　①申請書、②団体の概要説明書（任意様式）、

　　③実施事業の内容がわかる資料

（３）申請と問い合わせ

　　フラワー長井線利用拡大協議会

　　〒992－0892　白鷹町大字荒砥甲833

　　総務課企画調整係内（☎85－6123）

※実施要綱と申請書は、総務課、フラワー長井線沿線

　各市町、山形鉄道株式会社に準備しています。

●平成21年度は、次の７団体が事業を実施しました。
①日本初！？かき氷列車運行事業
　実施団体： 長井おやこ劇場
②天地人列車運行事業
　実施団体：フラワー長井線 “天地人” 推進会議
③もちつき列車運行事業
　実施団体：ギャラリー停車場の会
④サンタ列車運行事業
　実施団体：宮内駅前商店会
⑤白鷹町サンタ列車おもてなし事業
　実施団体：白鷹町八幡地区女性部
⑥雪灯り列車運行事業
　実施団体：ながい雪灯り回廊まつり実行委員会
⑦ドキドキ Love　Train　荒砥発14時54分
　実施団体：白鷹町商工会青年部

※平成21年度マイレールサポート事業
総参加者数　5,955人

応援しよう！
フラワー長井線

読み聞かせ列車　参加親子募集中！

　列車内で大型絵本の読み聞かせ会をします。ガタゴ
トゆられながら、心地よい時間を親子で過ごしてみま
せんか。
▼いつ　１回目…８月８日（日）　
　　　　２回目…８月22日（日）
▼集合　長井駅（午前10時20分まで）
※読み聞かせは長井駅～宮内駅区間で実施します。
・長井駅発午前10時43分→宮内駅着11時９分
▼参加費　読み聞かせ列車乗車券1200円
（親子１組⇒大人１名に小学生以下２名まで無料
　…長井線一日乗り放題です）
▼定員　１回目・２回目とも25組限定です。
■問い合わせ

　荒砥駅…午前９時～午後６時（☎85－2016）
　山形鉄道株式会社…午前８時20分～午後５時
　　　　　　　　　　　　　　（☎88－2002）

昆虫格闘列車対戦参加者大募集！

▼いつ　７月24日（土）雨天決行
▼集合　長井駅（午前９時15分まで）
※格闘列車は長井駅～荒砥駅区間で折返し運行します。

・長井駅発午前９時32分→荒砥駅着午前９時52分
・荒砥駅発午前10時21分→長井駅着午前10時43分

※列車を利用する場合…荒砥駅発午前８時13分発に
　乗車し、長井駅で下車してください。
▼参加費　1500円（大人１人、小人１人長井線一日
乗り放題、相撲用カブトムシ１匹と虫かご、おもしろ
イベント参加費含む）
▼参加方法　参加を希望するかたは事前に予約が必要
になります。（先着30組限定）
▼その他

○手ぶらでもカブトムシを準備します。
○優勝者には豪華商品を用意しています。
○長井駅ではおもしろイベントなどを開催します。
■申込・問い合わせ

　山形鉄道株式会社（☎88－2002）

お譲り下さい！

　絵本図書館を駅内に開設するプロジェクトが進行

中です。ご家庭で不要になりました絵本・乗り物の

本がありましたら、山形鉄道へお譲りください。

回収場所

○荒砥駅　午前９時～午後６時（土日祝祭日休み）

フラワー長井線情報
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昭
和
の
子
消
し
て
は
書
く
の
藁
半
紙　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
き
子

〃　
　

紙
風
船
を
薬
屋
く
れ
た
よ
き
時
代　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

紙
一
重
明
暗
分
け
た
出
か
け
の
茶　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

〃　
　

夢
を
子
ら
色
紙
に
託
し
天
の
川　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

〃　
　

紙
一
重
ピ
ン
チ
を
逃
れ
生
き
て
行
く　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

折
り
込
み
に
誘
わ
れ
二
人
遠
出
す
る　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

五
客　

赤
紙
で
異
国
に
散
っ
た
兄
思
う　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

指
な
め
て
紙
幣
数
え
る
夢
を
見
た　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

母
思
う
色
紙
似
顔
絵
涙
す
る　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

紙
一
枚
籍
を
入
れ
た
り
別
れ
た
り　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

リ
ト
マ
ス
紙
変
わ
る
子
の
目
に
夢
描
く　

貝　

生　

保
科　
　

努

人
位　

深
山
和
紙
男
武
将
の
か
ぶ
と
折
る　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

地
位　

人
生
を
和
紙
の
ね
ば
り
に
学
び
た
い　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

天
位　

白
紙
に
は
戻
れ
ぬ
過
去
が
胸
に
あ
る　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

軸　
　

あ
り
が
と
う
遺
書
は
白
紙
の
ま
ま
が
良
い　
　
　
　

一　

杯　

次
回　

「
カ
ル
テ
」
七
月
末
ま
で
。　

「
す
れ
違
い
」
八
月
末
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�

町
報
川
柳　
　
　

「　

紙　

」　　
　

樋
口
一
杯　

選

「いちご狩り」その１

保育士「今日はいちご狩りに行くよ」

Ｇくん「やったー！ぼく、いちご狩

　　　　りいっぱい食べるよ！」

保育士「…Ｇくん、食べるのは、

　　　　い・ち・ご　だよ」

よつば保育園

�
�
�
�

　

今
回
は
悪
徳
商
法
の
中
か
ら

「
次
々
販
売
」
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

【
次
々
販
売
】
と
は
？

◎
言
葉
巧
み
に
近
づ
い
て
、
消
費

者
が
一
度
契
約
す
る
と
、
必
要
の

な
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と

販
売
し
て
過
剰
な
量
の
契
約
を
さ

せ
る
手
口
で
す
。

事
例
①
…

　

１
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
80
歳

に
な
る
母
が
、
１
年
間
で
着
物
を

４
着
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
２
つ
も
買

わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
自
宅
を
訪
問
し

て
く
る
同
じ
業
者
か
ら
買
っ
て
い

る
様
で
す
。母
は
認
知
症
気
味
で
、

業
者
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
購
入
し

た
よ
う
で
す
。

※
１
人
暮
ら
し
や
、
日
中
家
に
１

　

人
で
い
る
お
年
寄
り
が
狙
わ
れ

　

る
悪
徳
商
法
の
１
つ
で
す
。

※
不
必
要
な
過
量
販
売
を
行
う
業

　

者
は
、
法
律
で
行
政
処
分
の
対

　

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
次
々
販
売
の
被
害
に
あ
わ
な

い
た
め
に
】

●
「
家
族
と
相
談
し
て
か
ら
返
事

　

し
ま
す
。」
と
言
い
、
そ
の
場

　

で
は
決
し
て
契
約
し
な
い
。

●
ご
家
族
の
か
た
は
、
見
慣
れ
な

　

い
商
品
や
不
審
な
契
約
書
類
な

　

ど
が
な
い
か
、
家
の
中
や
生
活

　

状
況
の
変
化
に
注
意
を
払
う
。

「
次
々
販
売
」
の
よ
う
な
こ
と
や
、

そ
の
他
に
も
不
審
な
勧
誘
や
訪
問

が
あ
っ
た
場
合
は
、
町
民
生
活
セ

ン
タ
ー（
町
民
課
く
ら
し
環
境
係
）

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

知
識

豆

vol.2

指輪もいかがですか？

「いちご狩り」その２

保育士「Ｓくん、何個食べたの？」

Sくん「ぼく、おっきいのを100個

　　　　もたべたよ！」

保育士「えー！すごい」

Sくん「ほーら、はらまっかだ！」

（満腹のお腹、Tシャツは真っ赤に

　染まって…）

※
広
報
し
ら
た
か
「
６
月
14
日
号
」掲
載
、「
町
報
川
柳
」の
片
倉
時
美
さ
ん
の

　

名
字
は
、
正
く
は
「
片
山
」
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。



支出日 区　分 支出額 (円) 内　　　　容

6 月 10 日 御祝 5,000　 白鷹ライオンズクラブ最終例会

6 月 11 日 御祝 5,000　 あやめ公園開園百周年記念式典

6 月 15 日 御祝 3,200　 貝生まつり

6 月 15 日 香典 50,000　 名誉町民紺野貞郎氏合同葬

6 月 15 日 香典 10,000　

6 月 16 日 香典 10,000　

6 月 17 日 御祝 5,000　 東部工業団地総会

6 月 18 日 香典 10,000　

6 月 24 日 協賛金 5,000　 国民平和大行進、 原水禁世界大会

6 月 29 日 献花 30,000　 名誉町民紺野貞郎氏合同葬弔慰生花

計 133,200　 
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６月の町長交際費

　平成22年６月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120

　

介
護
し
て
い
る
と
、
他
人
に
は

話
し
づ
ら
い
悩
み
が
出
て
く
る
も

の
で
す
。

　

例
え
ば
認
知
症
特
有
の
こ
だ
わ

り
や
排
泄
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
は
、

「
誰
か
に
話
す
と
高
齢
者
を
傷
つ

け
て
し
ま
う
の
で
は
」「
家
の
中

の
こ
と
を
他
人
に
話
す
の
は
恥
ず

か
し
い
」
と
思
っ
た
り
、
家
族
に

相
談
す
る
と
き
も
、「
働
い
て
疲

れ
て
い
る
家
族
に
こ
ん
な
こ
と
を

話
す
の
は
気
が
引
け
る
」「
介
護

は
自
分
の
担
当
な
の
だ
か
ら
こ
ん

な
こ
と
話
す
べ
き
で
は
な
い
」
な

ど
悩
ん
で
し
ま
っ
た
り
し
て
、
自

分
だ
け
で
そ
の
悩
み
を
抱
え
こ
ん

で
し
ま
う
介
護
者
が
多
く
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
が
親
を
介
護
し
て

い
る
場
合
、「
自
分
を
育
て
て
く
れ

た
親
を
介
護
す
る
の
は
当
た
り
前
」

と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
介
護
の
悩

み
や
疲
れ
を
誰
か
に
話
す
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

疲
れ
や
悩
み
が
溜
ま
っ
て
し
ま

う
と
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
高
齢
者
に

当
た
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
他
の
家

族
へ
も
き
つ
い
態
度
を
と
っ
て
し

ま
っ
た
り
し
て
、
高
齢
者
や
他
の

家
族
と
の
関
係
が
悪
く
な
り
、
介

護
者
の
孤
立
感
を
深
め
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

疲
れ
や
悩
み
を
溜
め
込
ま
ず
、

気
分
転
換
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
高
齢

者
も
介
護
者
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
時
間
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
介
護
者
を
悩
ま
せ
る
よ

う
な
行
動
は
、
家
族
な
ど
親
し
い

人
の
前
で
出
る
こ
と
が
多
く
、
来

客
や
久
し
ぶ
り
に
会
う
人
の
前
で

は
気
を
張
っ
て
普
段
と
違
う
姿
を

見
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
近
所
の
人
や
遠
く
の
親
戚

な
ど
に
認
知
症
介
護
の
大
変
さ
が

わ
か
っ
て
も
ら
え
ず
に
、
苦
し
い

思
い
を
し
て
い
る
介
護
者
も
い
ま

す
。

　

高
齢
者
本
人
の
親
し
い
人
に
話

を
し
て
も
、
認
知
症
の
こ
と
を
受

け
入
れ
ら
れ
ず
に
「
気
の
せ
い
で

な
い
か
」「
年
を
と
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」
な
ど
介
護

者
の
悩
み
を
否
定
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
無

理
に
わ
か
っ
て
も
ら
お
う
と
す
る

の
で
は
な
く
、
介
護
者
自
身
の
親

し
い
人
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
、

悩
み
を
相
談
し
た
り
励
ま
し
て
も

ら
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
伝
え
方
に
も
気
を
つ
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
家
の
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
徘
徊
し
て
困
る
ん
だ
」

と
い
う
よ
り
は
「
前
は
そ
ん
な
こ

と
な
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
最
近

急
に
近
所
で
も
道
に
迷
う
よ
う
に

な
っ
て
心
配
だ
」
な
ど
、
高
齢
者

本
人
の
否
定
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

そ
の
症
状
に
困
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
伝
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

悩
み
や
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
で

は
、
介
護
者
自
身
が
疲
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
介
護
保
険
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、「
見
守
り
・
支
え
合
い
ス
テ
ッ

カ
ー
」
を
掲
示
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
秘
密
を
守
っ
て
介
護
者
の
悩

み
を
聞
き
相
談
に
の
る
こ
と
が
で

「
認
知
症
介
護
の
悩
�
�

�

誰
か
に
話
し
�
し
�
�
」

き
ま
す
。
悩
み
や
不
安
は
小
さ
な

う
ち
に
話
し
て
、
自
分
の
中
に
溜

め
込
ま
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　　

他
の
人
に
認
知
症
介
護
の
悩
み

を
打
ち
明
け
る
気
持
ち
に
な
れ
な

い
と
き
、
同
じ
よ
う
に
認
知
症
介

護
を
さ
れ
て
き
た
か
た
の
経
験
談

な
ど
聞
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

▼
い
つ　

7
月
22
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
…
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
１
１
２
）

介
護
者
の
か
た
へ
…

見守り・支え合いステッカー
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平成21年度
紅もち 　　33,000円 / ㌔
すり花 　　31,000円 / ㌔
乱　花 　　30,000円 / ㌔

※１級品の価格。
　２級品の価格は、すり花21,000円 / ㌔に減額。

　食用に用いられる乱花の梱包を従来のサミット袋か
ら酸素遮断性の高い袋に切り替えるため、その分コス
トが高くなることから価格を下げたものです。
■問い合わせ
　山形県紅花生産組合連合会事務局（山形県農林水産
部生産技術課内／☎023－630－2487）

平成22年度
紅もち 　　　同　額
すり花 　　　同　額
乱　花 　　27,000円 / ㌔

紅もち

紅花加工品を出荷されるみなさんへ

紅花加工品の価格が変わります

白鷹町町民プールの監視員を募集します
１．雇用職種及び人員等
　○職種及び人員　プール監視業務（若干名）
　○勤務地　白鷹町町民プール（東中敷地内）
　○雇用予定期間　７月27日（火）～８月17日（火）
　　＊ただし、８月13日（金）は休みです。
　○勤務時間　午前８時30分～　午後５時15分
　○勤務内容　利用者の安全管理、水質管理のため　
　　　　　　　の機械操作及び施設の衛生管理など
　○賃金　１日　5,800円
２．応募資格
　　満18歳以上の大学生及び社会人で健康なかた　　
　　（男女は問いません）
３．選考方法
　　履歴書審査、面接実施後決定し、直接本人に通知
　　します。
４．申込方法
　　履歴書（市販様式または教育委員会備付様式）に
　　必要事項を記入し、教育委員会生涯スポーツ係あ
　　て提出してください。
５．受付締め切り　
　　７月20日（火）午後５時
６．その他
　　開放期間で毎日勤務することができなくても、監
　　視員をしたいというかたはご相談ください。
＊不明な点はお問い合わせください。
■申込・問い合わせ　
　　教育委員会　生涯スポーツ係（☎85－6147）

火災続発、非常事態宣言！

　平成22年の西置賜管内の火災は、６月27日現在で
既に16件となり、その原因のほとんどが「ちょっと
した不注意」によるものです。中でも建物火災につ
いては昨年同時期と比較して２件増加の10件となっ
ています。
　白鷹町においても建物・原野・焚き火の拡大によ
り、３件の火災が起きています。住宅用火災警報器
の早期設置をお願いするとともに火の元には十分ご
注意ください。

いのちを守る７つのポイント
◆３つの習慣

○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用
　する。
○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
◆４つの対策

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器などを設
　置する。
○寝具、衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使
　用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器など
　を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所
　の協力体制をつくる。
■西置賜行政組合消防署白鷹分署（☎85－5242）

モンテディオ山形
白鷹町応援デーチケット販売ご案内

▼対戦カード
　Ｊリーグ第20節　８月22日（日）vs ヴィッセル神戸
▼キックオフ　午後６時（開場　午後４時）
▼会場　ＮＤソフトスタジアム山形
▼席種　バックスタンド席
▼料金　1500円（当日券価格の半額）
※小中高生にはバックスタンド席の無料整理券を配布

○チケット販売所及び販売方法

【前売り】教育委員会生涯スポーツ係（☎85－6147）
　　　　　販売期間　７月15日～８月20日　
【当　日】　試合会場「市町村応援デー受付テント」にて
　　　　（免許証などの身分証の提示が必要です。）
※前売券販売状況によっては当日券販売を行わない場
　合もあります。また、既にチケットをお買い求めた
　かたについては、払い戻し（割引での買い直し）は
　行えませんのでご了承ください。
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催　し

第
15
回
白
鷹
陽
光
学
園
夏
祭
り

▼
い
つ　

７
月
31
日
（
土
）
午
後

６
時
30
分
～
８
時
15
分
（
大
花
火

大
会
は
午
後
７
時
45
分
～
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
陽
光
学
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
雨
天
の
場
合
は
学
園
体

育
館
・
大
花
火
大
会
は
翌
日
）

▼
内
容　

模
擬
店
・
大
花
火
大
会

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
陽
光
学
園

／
中
川
（
☎
85

－

３
０
３
０
）

親
子
で
学
ぶ
環
境
学
習
会

　

夏
休
み
期
間
中
に
、
小
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
等
を
対
象
に
「
親

子
で
学
ぶ
環
境
学
習
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

▼
い
つ　

８
月
２
日
（
月
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
勤
労
セ
ン
タ

ー
（
長
井
市
屋
城
町
６

－

53
）

▼
内
容　

置
賜
地
域
に
お
け
る
廃

棄
物
の
発
生
抑
制
や
二
酸
化
炭
素

削
減
の
取
り
組
み
に
関
す
る
学
習

及
び
実
際
に
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
企
業
・
施
設
の
見
学
（
施
設

見
学
は
バ
ス
移
動
）。

▼
対
象　

置
賜
に
住
む
小
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
な
ど

▼
募
集
人
員　

50
人
（
定
員
を
上

回
っ
た
場
合
は
抽
選
に
よ
る
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
そ
の
他　

当
日
は
希
望
者
に
昼

食
を
用
意
し
ま
す
。
ま
た
、
幼
児

の
た
め
の
託
児
所
を
準
備
し
ま
す
。

（
無
料
）

▼
申
込
締
切　

電
話
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
７
月
22
日
（
木
）
ま
で

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜

総
合
支
庁
環
境
課（
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
３
４
）
電
子
メ
ー

ル
…yokitam

akankyo@
pref.

yam
agata.jp

おしらせ

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
説
明
会
に
つ
い
て

　

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第

三
期
対
策
の
内
容
や
町
基
本
方
針

に
つ
い
て
説
明
す
る
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

７
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
３
階
大

会
議
室

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
農

村
整
備
係
（
☎
85

－

６
１
２
５
）

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習
会

▼
い
つ

○
第
１
種　

８
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

～
26
日
（
木
）

○
第
２
種　

８
月
31
日
（
火
）

　
　
　
　

～
９
月
２
日
（
木
）

▼
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
ク
ウ
イ
ン
グ

▼
受
講
料　

種
別
ご
と　

３
万
３

０
８
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▼
受
付
期
間　

７
月
26
日
～
８
月

６
日
（
持
参
又
は
郵
送
）

▼
申
込
書
入
手
先　

消
防
署
各
分

署
、
山
形
県
消
防
設
備
保
守
協
会

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

消
防
設
備
保
守
協
会
（
☎
０
２
３

－

６
２
９

－

８
４
７
７
）

〒
９
９
０

－

０
０
４
１　

山
形
市

緑
町
１

－

９

－

30
山
形
県
新
築
西

通
り
会
館
内

貸
金
業
法
が
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た

　

６
月
18
日
に
改
正
法
が
完
全
施

行
さ
れ
、
借
り
過
ぎ
・
貸
し
過
ぎ

を
防
ぐ
た
め
次
の
こ
と
が
変
わ
り

ま
し
た
。

募　集

ゆ
め
ス
ポ
し
ら
た
か
「
Ｒ
Ｏ

＊
Ｋ
Ｕ
」
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン

プ
参
加
者
募
集

　

子
ど
も
た
ち
が
親
元
を
離
れ
、

自
然
の
中
で
の
共
同
生
活
や
野
外

活
動
な
ど
を
通
し
て
、
連
帯
感
や

協
調
性
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

元
気
に
こ
に
こ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
い
つ　

７
月
18
日
（
日
）

▼
集
合
時
間　

午
前
５
時
45
分

▼
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
コ
ー
ス　

県
民
の
森
散
策

▼
内
容　

早
朝
の
澄
ん
だ
空
気
を

胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
み
、
初
夏
の

県
民
の
森
で
緑
の
木
々
や
草
花
、

湧
き
水
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
申
込　

不
要
で
す
。
当
日
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２
１
０
）

○
借
入
総
額
が
「
年
収
の
３
分
の

　

１
」
を
越
え
る
場
合
、
新
規
の

　

借
入
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

　

た
。

○
借
入
れ
の
際
、
基
本
的
に
年
収

　

を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
と
な

　

り
ま
す
。
年
収
を
証
明
す
る
書

　

類
が
な
い
と
、
借
り
ら
れ
な
く

　

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
法
律
の
詳
し
い
内
容
は
、
金
融

　

庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

　

w
w

w
.fsa.g

o
.jp

/

借
入
れ
や
返
済
の
お
悩
み
は
、
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■
問
い
合
わ
せ　

東
北
財
務
局
山

形
財
務
事
務
所
理
財
課
（
☎
０
２

３

－

６
４
１

－

５
１
７
８
）
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広告

広告

▼
い
つ　

８
月
６
日
（
金
）
昼
12

時
30
分
～
８
月
７
日
（
土
）
午
前

11
時
30
分
（
１
泊
２
日
）

▼
ど
こ
で　

中
山
小
学
校

▼
内
容　

野
外
炊
飯
、
天
体
観
測
、

山
歩
き
、
水
力
発
電
、
気
仙
沼
の

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
ほ
か

▼
参
加
対
象　

６
歳
（
幼
児
）
～

中
学
３
年
生

▼
募
集
人
数　

子
ど
も
50
人
（
予

定
）、
指
導
者
10
人
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
数
人

▼
参
加
費　

一
人
７
０
０
０
円

（
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
会
員
は
６
０
０
０
円
）

▼
持
ち
物　

着
替
え
、
タ
オ
ル
、

寝
袋
（
布
団
可
）、
洗
面
用
具
、

米
３
合
、
食
器
（
茶
わ
ん
、
は
し

な
ど
）

▼
締
め
切
り　

７
月
30
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
募
集
終
了

と
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ゆ

め
ス
ポ
し
ら
た
か
「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
」

事
務
局
（
教
育
委
員
会
内
／
☎
85

－

６
１
４
７
）

家
族
介
護
者
交
流
会

　

介
護
者
の
み
な
さ
ん
、
介
護
か

ら
一
時
的
に
離
れ
、
介
護
者
同
士

の
交
流
を
持
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
た
め
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
と
コ
ー
ス

○
日
帰
り
コ
ー
ス　

10
月
17
日

（
日
）パ
レ
ス
松
風

○
１
泊
２
日
コ
ー
ス　

９
月
29
日

（
水
）～
30
日（
木
）芦
ノ
牧
温
泉

▼
参
加
で
き
る
か
た
は
、
次
の
①

ま
た
は
②
の
高
齢
者
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
か
た
。

①
要
介
護
３
・
４
・
５
に
認
定
を

　

受
け
た
高
齢
者

②
認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
（
日
常

　

生
活
自
立
度
Ⅲ
以
上
）

▼
参
加
費　

参
加
費
用
は
、
原
則

と
し
て
全
額
助
成
し
ま
す
。

※
参
加
す
る
た
め
に
介
護
が
必
要

　

な
か
た
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
く
て

　

も
参
加
条
件
に
該
当
す
る
よ
う

　

な
か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

町
社
会

福
祉
協
議
会（
☎
86

－

０
１
５
０
）

平
成
22
年
度
「
介
護
の
日
」

広
報
用
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集

　

11
月
11
日
の
「
介
護
の
日
」
普

及
・
啓
発
の
た
め
の
広
報
用
ポ
ス

タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
条
件

○
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

○
作
品
は
未
発
表
の
も
の
と
し
、

　

複
数
応
募
で
き
ま
す
。

▼
規
格　

ポ
ス
タ
ー
の
サ
イ
ズ
は
、

Ａ
１
・
Ａ
２
・
Ｂ
２
の
い
ず
れ
か
と

し
、彩
色
及
び
画
材
は
自
由
で
す
。

▼
提
出
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
に
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限　

７
月
30
日
（
金
）

▼
表
彰　

審
査
の
結
果
、
優
秀
と

認
め
ら
れ
る
作
品
に
次
の
賞
が
贈

呈
さ
れ
ま
す
。

○
最
優
秀
賞
１
点
（
厚
生
労
働
大

　

臣
賞
賞
状
）

○
優
秀
賞
２
点
（
厚
生
労
働
省
社

　

会
・
援
護
局
長
賞
賞
状
）

▼
そ
の
他

○
採
用
作
品
の
著
作
権
は
厚
生
労

　

働
省
に
帰
嘱
し
、
応
募
作
品
は

　

原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ　

厚
生
労

働
省
社
会
・
援
護
局
福
祉
基
盤
課

指
導
係
（
☎
03

－

５
２
５
３

－

１

１
１
１
／
内
線
２
８
６
５
）

〒
１
０
０

－

８
９
１
６　

東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
１

－

２

－

２

裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅲ
種
試

験
の
受
験
者
募
集

　

裁
判
所
で
は
、
裁
判
所
事
務
官

採
用
Ⅲ
種
試
験
（
高
校
卒
業
程

度
）
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

７
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

～
22
日
（
木
）

▼
第
１
次
試
験　

９
月
12
日（
日
）

▼
受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月
２

日
～
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
か
た

▼
そ
の
他　

受
験
案
内
は
、
最
高

裁
判
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

（
ア
ド
レ
スhttp:w

w
w

.courts.
go.jp/

）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
裁
判

所
事
務
局
総
務
課
人
事
第
一
係

（
☎
０
２
３

－

６
２
３

－

９
５
１
１
）

〒
９
９
０

－

８
５
３
１　

山
形
市

旅
籠
町
二
丁
目
４
番
22
号



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所　　  氏　　名  　年齢
荒砥甲　鈴　木　正　昭　73
畔　藤　紺　野　貞　郎　79
滝　野　鈴　木　重　雄　59
荒砥乙　梅　津　幸　喜　77
山　口　槌　谷　勇　一　73
鮎　貝　鈴　木　忠　夫　76
鮎　貝　羽　田　く　に　87
深　山　樋　口　せ　い　77
滝　野　今　野　ち　う　97
菖　蒲　岡　崎　と　く　84
十　王　横　澤　清　雄　68
畔　藤　小　林　テ　イ　81
畔　藤　髙　橋　　　雄　84
鮎　貝　川　野　あゆみ　36
鮎　貝　　　賀　　勝　　72

【6月1日～6月30日届出】

�
�
�
母
校
�
伝
統
行
事
�
蚕
桑
小

学
校
�
相
撲
大
会
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行
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�

�
��
気
�
�
�
�
�
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力
�
�
�
�
�

�
学
校
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
小

�
�
力
士
�
�
�
熱
戦
�
数
�
�
当
時

�
思
�
出
�
�
�
�
�
�
�
�
�
握
�

手
�
�
思
�
�
力
�
入
�
�
�
�
�
�
�

負
�
�
悔
�
�
�
泣
�
�
�
�
�
子
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
貴
重
�
経
験
�

�
�
�
�
�
�
�
賭
博
問
題
�
�
�
�
�

不
祥
事
続
発
�
日
本
相
撲
協
会
�
�
子

�
�
�
�
�
純
粋
�
気
持
�
�
見
習
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
強
�
気
持
�
�
�
�
�
�
�
�
�
全

国
民
�
熱
�
�
�
�
�
�
�
�
日
本

代
表
�
活
躍
�
多
�
�
子
�
�
�
�
�

私
�
�
�
夢
�
希
望
�
与
�
�
�
�
�

選
手
�
�
�
感
謝
�
�
彼
�
�
�
�
�
�

子
�
�
�
�
�
手
本
�
�
�
大
人
�
�

�
�
�
�
思
�
�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

住所 父母の名 子の名

浅　立 髙橋
良　一 夢

ゆめ

　奈
な

みゆき

畔　藤 鈴木
和　行 沙

さ

　那
な

未沙希

鮎　貝 新野
健　人 心

こ

　音
と

多映子

横田尻 須貝
弘　和 歩

あゆむ

富　美

鮎　貝 横山
順　一 史

あや

和　恵

畔　藤 橋本
宏　幸

奏
そ

　優
う

美　希

十　王 小林
俊　之

芽
め

　生
い

真理子

N
o.1044

2010-7
-12

　　氏　　　名　　　  住所

（布　施　剛　志　　中　山
齋　藤　智　美　　福島県

（阪　野　　誠　　　川西町
児　玉　ちあき　　高　玉

（髙　木　純　信　　山　口
江　口　いずみ　　十　王

（大　瀧　一　孝　　山　口
柏　倉　早　希　　寒河江市

（高　橋　弘　範　　山　口
大　堀　静　香　　長井市

（渡　　　信　也　　十　王
髙　橋　美　幸　　川西町

ご結婚おめでとう

みんなで広げる
信　通

サ
ークル

輪

Ｔ・Ｓ・Ｃ　（代表 　須貝すが子　さん）
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